
〈 小学校 道徳部会 〉

研究主題 道徳の時間の特質を生か し、指導効果 を高める指導過程の研究開発

研究の概要

平成10年 に試行 された道徳授業地区公開講座は、平成14年 度から都内公立小 ・中学校全校実

施 となった。 これに伴い、小学校の道徳の時間の平均授業時数は、平成10年 度の32.2時 間か ら

平成15年 度の35.5時 間に増加 した。各学校では、道徳の時間の指導の工夫を行い、特質 を生か

した授業が展開 されているが、道徳の時間が目指すね らいや特質か ら逸脱 した授業も少な くない。

そこで、学習指導要領が目指す 「生きるカ」の育成のために、道徳の時間が果たす役割を再確

認 し、道徳の時間の特質を生か し、指導効果を高める指導過程を追究 した。

とりわけ、学習指導要領の内容 と教師の指導観 とのかかわ りを明確に し、教師の具体的な指導

が道徳の時間の特質にどのように反映 しているのかを、授業研究を通 して明 らかに した。

1研 究 の 目的

学校の教育課程は、各教科、道徳、特別活動、総合的な学習の時間によって編成される。 こ

れ らの教育活動の特質を生か した学習を着実に積み重ねることが、学習指導要領が目指す 「生

き る力jの 育成につながる。「生きる力」を育てるためには、道徳教育の充実も不可欠であ る

ことは言 うまでもない。 しか し、学校の教育活動全体を通 して行 う道徳教育と道徳の時間の差

異を十分に理解 しないままに、 日々の授業を行っている状況も散見される。道徳の時間の課題

としては、「道徳的価値の自覚を深め道徳的実践力を高める効果的な指導の推進」が挙げ られ

ている。

そ こで、教師一人一人が道徳の時間の特質を再認識 し、学習指導要領の内容な どその基準性

を踏 まえ、児童の実態に即 した授業構想 を確実に行 えるようにする必要があると考えた。

そのためには、教師が適切な指導観 をもつこと、適切な指導観に基づ く明確なね らいを設定

す ること、ね らいに基づ く意図的、計画的な指導を行 うこと、児童の実態を踏まえた効果的な

指導を行 うことなどの諸課題の解決を図ることが不可欠であ り、このことが確かな道徳的実践

力の育成につながるものである。

本研究は、ややもすると性急 に児童の変容 を求める授業が散見されがちな中で、道徳の時間

の特質を生か した指導の在 り方を再確認 し、道徳の時間の指導を充実 させる提案をすることを

目的 としている。

皿 研究 の方法

1道 徳の時間の特質を踏まえた指導の在 り方

学習指導要領及び解説に基づきなが ら、道徳の時問の特質、とりわけ 「道徳的価値の 自覚

を深めるs指 導の在 り方を明 らかにする、

2道 徳的価値の自覚を深める授業構想の在 り方

道徳的価値の自覚を深める授業を効果的に行 うために、以下のような手順で授業構想の在

り方を追究 した。

(1)教 師の適切かつ明確な指導観 を、学習指導要領の内容及び児童の実態を勘案 しなが ら明

確化す る手順を明らかにする。

(2)適 切な指導観に基づくねらいを設定 し、資料活用の仕方、発問構成な ど具体的な授業構

想の在 り方を明 らかにする。

(3)授 業記録 を基に、実際の指導が道徳の時間の特質に適ったものか否かを、分析、考察 し
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授業改善を図る。

皿 研 究の内容

1学 習指導要領の基準性を生か した道徳の時間の指導

■ 道徳の時間の 目標

道徳 の時間においては,道 徳教育の目標に基づき,各 教科,特 別活動及び総合的な学習の時聞におけ

る道徳教育と密接な関連を図りながら,計 画的,発 展的な指導によってこれを補充,探 化,統 合 し、道徳

的価値あ自覚を深め,道 徳的実践力を育成するものとする。

(1)計 画的,発 展的に指導す る

道徳の時間の大きな特徴は,全 教育活動で行われ る道徳教 育 との関連 を明確 にし,児 童の発達

段階に即 しなが ら,基本的な道徳的価値の全体 にわたって計画的,発 展的に指導す るこ とである。

各学校の道徳の時間の年間指導計画に従って指導する

(2)学 校教育全体で行 う道徳 教育を補充,深 化,統 合す る

各教科や特別活動、総合的な学習の時間で学んだ道徳 的諸価値を全体にわたって人間 としての

在 り方や生き方 とい う視点か ら捉 え直 し,自 分のもの として発展 させてい こうとする時間である。

児童がこれまでに学んだ道穂的価値をとらえ直し、 展させる。

(3)道 徳的価値の自覚を深める

① 道徳的価値について理解す る。

道徳的価値が人間 らしさを表す ものであるため、人間理解や他者理解 を深めるようにす る。

② 自分 とのかかわ りで道徳的価値が とらえられ る。

道徳的価値を自分 とのかかわ りで とらえ、考 える。

③ 道徳的価値にかかわる課題 を培い人間 としての生き方 についての 自覚を深める。

道徳的価値を視点 として現在 の自分 を自覚 し、道 徳的価値 にかかわる課題に気付 く。

道徳的価値の理解
人間としてよりよく生き

る上で大切なことを理解

する。
(価値理解)

道徳的価値の理解

人間としてよりよく生き
る上で大切ではあるが、

露現は容易ではないこと

を理解する。〔人間理解)

道徳的価値の理解
道徳的価値にかかわる感

じ方 ・考え方は人により

多襟であることを理解す
る。 〔他者理解)

自己理解

人間としてよりよく生きる
上で大切なことを実現する

上で、自分は何をすることが

必要なのかを考える.
一' "'・ ・
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道 徳 的 価 値 の 自 覚

(4)道 徳的実践力を育成する

圏 道徳的実践力 とは

① 一人一人の児童 ・生徒が道徳的価値 を自分の内面から自覚 し,将 来出会 うであろう様々な場面,

状況においても,道 徳的価値を実現するための適切な行為を主体的に選択 し,実 践することができ

るような内面的資質。

道徳的実践の基盤 となるもの.

徐々に,し かも,着 実に養われることで潜在的に,持 続的な作用を行為や人格に及 ぼすもの。
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2道 徳的価値 の自覚 を深める授業構 想の在 り方

(1)適 切な指導観をもって授業を構想す る

道徳の時間の指導案において、教師の指導観を表す箇所は、「主題設定の理由」として示 され る

ことが多い。「主題設定の理由」には、指導者の価値観を示 した 「ねらい とす る道徳的価値」、児

童観を示 した 「児童の実態 について」、資料観を示 した 「資料 について」が盛 り込まれている。

これ らに整合性 をもたせてね らい を設定 し、具体的な授業 を構想することが重要である。適切

な指導観 をもつためには次のよ うな留意事項が挙 げられる。

■ 価値 観(ね らい とす る道徳的価値 について)

(1)ね らい とす る道徳的価値 が学習指導 要領 を根拠 と して示 され てい るか。

(それぞれの 内容にっいて は、解 説に具体的 に示 されて い る。)

(2)教 師の主観 的、独善的 な記述になっていないか。

(3)他 の道徳的価値 と混 同 した記述になっていないか。

■ 児童観(児 童の実態にっいて)

(1)ね らい とす る道徳的価値にかかわる児童の状況が示 されてい るか。

(一般的な行動の様子を記述するのではないことをおさえる。)

(2)児 童の問題傾向の列挙に終始 していないか。

(ねらい とする道徳的価値にかかわるプラス面、マイナス面を調和的に示す ようにす る。)

圃 資 料幌(資 料につい て)

(1)指 導す る上で の具体的 な資料の活用 の仕方が示 されて い るか。

(資料 の粗筋や ス トー リーのみの記述で はない ことが 重要 であ る。)

(2)考 え させ たい場面が明確にな ってい るかe

(資料 の山場 と、授 業で中心 に取 り上 げる場面 は必ず しも一致 しない。)

(2)適 切な指導観に基づ く授業構想

道徳轍育の

全体計画
学習指導要領 直近の児童の実態

道徳教育の

年間指導計画

価値観

ねらいとする

道苗的価単

指導の工夫

指 導 観

基本的な方向性は

変えないこと

・資料活用

・発問構 成

・話合い

・劇的表 現

・書 く活 動

・視聴覚教材

・補助資料

回 1展 開の腰1

な ど
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E1指 導事例

1第1学 年 親切の指導

主題名

資料名

や さしい気持ちで

は しの うえの おお かみ

内容項目

出 典

2-(2)

文部省 道徳の指導資料

(1)主 題設定の理由

① ね らい とす る道徳的価値 について(価 値観)

人に親切にす ることは、相手の立場や気持ちを考え思いや りいたわる温かい心 である。人 と人 と

の温かいつなが りを作 り、お互いが思いや る関係 を築 き上げ ることは、人間 として生きてい く上 で

とても大切 なことである。

人は元来優 しさや親切な心をもっているが、 目先 の欲や楽 しさが優先 して しま うことで打ち消 さ

れ て しま うことがある。だか らこそ、優 しさや親切 な心をもってい るこ とを自覚 させ なけれ ばな ら

ない。 自分の もってい る優 しさや親切心が、相手に伝 わ り喜び とな って 自分に返 ってきた ときの満

足感 を理解 させ、相手の気持ちを思いや りながら、優 しく接 しようとする心情 を育てていきたい。

② 児童の実態について(児 童観)

思いや りや親切にっいての行為の大切 さは頭 では よく分かってい るが、 自己中心的な行

為を とる児童が多 くい る。 しか し、その中で も、けがを した り泣いいた りしている子 を見

る とrど うしたの」 と声をかけた り、保健室に連れて行 った りしてあげられ る児童 もい る。

1年 生の児童は、学校生活の 中で、6年 生 をはじめ とする上級生 に親切に して もらった

り、遊 んで もらった りす ることが多い。本時の指導 を通 して優 しくされ ることも優 しくす

るこ とも気持 ちがよい ことに気付 き、相手の気持ちを思いや りなが ら、優 しく接 しようと

す る心情 を育てていきたい。

隙
軽

動

③ 資料について(資 料観)

崩蔭

一本橋の上で主人公 のおおかみ恭
、次々に渡って くる 自分 より弱い動物たちにい じわ る

を して喜んでい る。ある 日おおかみは一本橋の上で 自分 より力の強そ うな くまに出会 った。

お おかみはそのくまに思い もかけず優 しく橋 を渡 して もらった ことをきっかけに、それ ま

での 自分の行動 を改めいろいろな動物たちに優 しく橋を渡 してあげるよ うになった、とい

う内容 である。

本資料でい じわるを している とき、くまに出会 った ときのおおかみの心情 を考えなが ら、

思いが けず くまに親切に しても らづた ときのおおかみの気持 ちを考 えさせたい。そのため

に、具体的な場面設定や状況を理解 させ、おおかみの立場で考 えさせるた めに、動作化 を

用い疑似体験 を活用す る。 さらにおおかみが小動物たちに親切に した ときの心情 を考えさ

せ、親切 にす ることの喜びへ とつなげていきたい。

(2)ね らい

相 手の気持 ちを思いや りなが ら、だれ に対 しても温かい心で接 し親切に しようとす る心情 を

育て る。

※1年 生の児童に、相手の気持ちを思いや りなが ら、優 しく接 しよ うとす る心情を育てたい とい

う指導者の思いが確かな指導観 となっている。教師の価値観は、学習指導要領 の低学年 の2-(2)

の内容 に合致 している
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(3)展 開の大要

導

入

展

開

多
梯
な
感
じ
方

・
考
え
方

終

末

指導の意図(■)主 な発問(O)予 想 され る反応(・)

■ 親切 に して もらった体験について振 り返る。

0人 か ら親切にしてもらった体験を発表 し合 う。

・6年 生だ遊んで くれた。
・けがをした ときに、保健室に連れて行 って くれた。

■ 資料 「は しの うえのおおかみ」を読み話 し合 う。

自分 とのかかわ りで考えさせ る

ための手だて

【道徳的価値の自覚を深める】

○ 「もどれ、もどれ」 と言 って、動物たちを追い返 し

た ときのおお かみは、 どんな気持 ちだったか。

・い じわるつてなんて楽 しいんだろ う。

・おれは強いんだぞ.

・や あい弱虫。(動 物に向かって)

Oく まに出会 って 「わた しがもど ります」と言 ったと

き、おおかみはどんなことを思ったか。

・ぼ くよりも強そ うだ。

・い じわるを された らいやだ。

・怖 いなあ。

・道 をゆず ろう。

◎ 「ほ ら、こ うすればいいんだよ。」 と抱 き上げられ

後 ろへ渡 され たおおかみ は、 どんなこ とを思 った

か。

・くまさんは優 しいな。

・親切に されて うれ しいな。

・ぼ くもくま さんみたいにすればよかった。

・もうい じわるはやめよ う。

0お おかみは どんな思 いか ら、動物たちを優 しく渡す

よ うになったのか.

・くまさんに親切にしてもらって うれ しかった。

・み んなに喜んでもらいたい。

■ 自分 自身を振 り返 る。

O人 に親切 に してよか った と思 った ことはあ ります

か。そのとき、 どんな気持 ちが したか。

・友達が落 とした、色鉛筆 を一緒に拾 ってあげて、あ

りが とうと言われた ときは うれ しかった。

・係 の仕事 を手伝 ってあげて、友達が喜んでくれたの

でや ってよかったと思った。

■ 教 師 の話 を聞 く。

・「心の ノー ト」 を読む .

指導上の留意点(・)

・アンケー トの結果 よ り、身近 な生活

経験 を想起させる。

・親切 に して もらった時の気持 ちに も

ふれ る。

・おお かみ と自分 自身 を重 ね合 わせ る

ことができるよ うに、紙芝居 を活用

して資料提示をす る。

・ついい じわるをして しまいがちな気

持 ち をおお か み の立場 で 考 え させ

る 。
自分 とのかかわ りで考 えさせ る

ための発間

【道徳的価値の自覚を深める1

・くまが 自分 よ り力 が あ って 、強 そ う

で ある こ とを押 さ える。

・おおかみの心の中を考えさせ る
。

・動 作化 を用い、 自分 よ り強そ うな く

まに親切に された ときのおお かみ の

気持 ちをもとに、親切 にされ た とき

の多様な感 じ方 ・考 え方に出会わせ

る.

親切にかかわる多様 な感 じ方 ・考え方

に出会わせるための発問 と指導の手

だて

【道徳的価値の自覚を深める】

・親 切にす るこ と、 され ることの喜び

を味わわせ る。

・ア ンケー トな どを手 がか りに してふ

りかえらせ る。

児童 自身が親切にかかわる体験 を振

り返り、課題に気付かせ る発間と話合

い。

【道徳的価値の自覚を深める】

・余 韻 に 浸 りなが ら
、授 業 を閉 じる。

(4)評 価の観 点

O優 しくされた ときの多様な感 じ方 ・考 え方に気付 くこ とができたか。

Oお おかみの思 いを自分 の体験を基に想像することができたかt,

道徳的価値 の自覚

を深めることを視

点とした評価
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2第4学 年 「生命尊重」の指導

主題名

資料名

尊い生命

お母 さん なかないで

内容項 目

出 典

3-(2)

文部省道徳の指導資料とその利用

(1)主 題設定の理由

① ねらいとする道徳的価値(価 値観)

生 命 はか けがえのない もので ある。一度失われ た生命 が再び よみが えるこ とはない。生命 の尊 さ

を理 解 し、尊重す ることは人間 に とづて重要 なことで ある。しか し、普段の生活 の中で は生 きてい

る こ とを当然 のよ うにと らえ、生命 の尊 さについ て意識 して生活 してい るこ とは少 ない よ うに感

じる。ま た、生命 を軽視 した痛 ま しい事件 があま りに も多い今 日、い とも簡 単に生命 が失 われ てい

る社 会的 風潮 があ る。そのため、生 命のか けが えのな さについて実感 をもちに くい状 況に ある。

そ こで、「生」の対極 に ある 「死」を考 えることで、生命 は本人のみな らず、それ を取 り巻 く人々

に とって もかけが えの ない もので あ ることを実感 させ たい。そ して、一 度限 りの人 生 をだれ もが精

一杯 生 きて いる とい うこ とを 自覚 させ
、今ある生命 を大切に して生 きてい くこと、他の 人の生 命

も同様 に大切 に してい こ うとす る心情 を育てた い と考えた。

② 児童の実態(児 童観)

児童 は生命 が大切で ある ことを観念的 には理解 してい る。しか し、ゲーム等 で リセ ッ

トされ る生命 に慣れ て しまい 、生や 死 につ いて深 く考 えない まま育 って きて いる。身近

な人 の誕生や 死に出会 った経験 も多 くないため、喜びや悲 しみ 、喪失感 な どを自分の

体験 と して は味わ っていない。人が 「死ぬ」ことの意味 、それ を実感 として受 け止 め ら

れ な いの であ る.そ のためか、友達同 士の ささいな トラブル の際 、生命 を軽ん じるよ う

な言葉 を平気で 口に して しま う児童 もい る.

努力 して よい結果 を得た り、欲 しい ものを買って もらえた りした ときには生 きる喜

び を感 じる とい う児童 も多い。本時 の指導 を通 して、今 ある生命 を大切 に して生 きてい

くこ と、他 の人の生命 も同様 に大切 に してい こうとす る心情 を育てたい.

・班

,甲置

舞

③ 資料について(資 料観)

幼 稚 園の ときか ら仲 良 しだ った親友の正子 は、1年 前、 主人公 の誕 生会 に来 る途中

に ダ ンプカー にはね られ、手術のか い もな く、「お 母 さん、泣か ないで.」 の言 葉を最

後 に亡 くな って しま う。通夜 の席 で、主人公 が正子の母か ら手渡 された のが、誕 生 日の

プ レゼ ン トになるはず だ った ぬい ぐるみ と手紙で あった。翌 日の葬式 で も涙 が あふれ

てな らなか った。その後 の生活では 、前 よ りも自分や家族へ の安全 に気 づか うよ うに

な った。

親 友 を失 った主人公や 我が子 を失 った両親の気持 ちを考 え させ ることで、死 の衝撃

や 悲 しみ、喪失感 とともに、生命 は一度失 われ ると二度 と元 には もどらない ものであ

り、そ のか けがえのな さにつ いて気 づかせ たい。そ して、生 きている ことの喜 び ととも

に 自他 の生命 を大切に して いかな けれ ばな らないことにつ いて深 く考 えさせ たい。

(2)ね らい

生 きているこ との喜び、 自他の生命 を尊重 しようとす る態度 を育てる.

※ 生命が失われ ることの意味を考えさせることを通 して、今ある生命を大切に生きていこ うとす る

心情 、自他の生命 を尊重 しようとす る態度 を育て ようとす る指導者の意図がある。
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(3)展 開の大要

導

入

展

開

多
様
な
感

じ
方

・
考
え
方

終

末

指導の意 図(■)主 な発問(○)予 想 される反応(・)

■生命 とい う言葉か ら思い付 くことを発表 させる。

○生命 とい う言葉か ら思い付 くことは どんなことか。

・な くてはな らない もの ・とて も大切なもの

■ 資料 「お母 さんなかないで」 を読み、 自分の思い

と重ね合 わせて生命について考えさせる。

○正子の事故の話 を聞いたわた しは、 どんな気持 ちだ

ったか。

・うそだ、信 じられない。

・夢であってほ しい。

・大好きなまあちゃんが死ぬなんて嫌だ。

・まあちゃんは、あんなに車に注意 していたのに。

Oお 通夜 で正子か らのプ レゼ ン トと手紙 を手渡 され

たわた しは、 どんなことを思ったか。

・まあちゃん
、帰 ってきて よ。

・どうして事故になんか遭 ったの。

・もう仲 よくなんかで きない。

・わた しのためにもんちゃんをくれて、あ りが とう。

⑨お葬式で思わず大きな声で 「まあちゃん」 と叫んだ

とき、わたしは どんな気持 ちだったか。

・まあちゃんに会 えな くて悲 しいよ。

・まあちゃん といっぱいお話が したい よ。

・いつまでもわた したちは一緒 よ。

・まあちゃん、これか らもずっ と友達でい ようね。

・まあちゃん、 こんなに大勢の人が悲 しんでいるよ。

・まあちゃんの分 までがんばって生きてい くよ
。

■ 「生命の大切 さ」にかかわる体験を想起 し、自分

自身を振 り返 らせ る。

O命 って大切だな と感 じたのは どんなときか。そのと

き、 どんなことを思ったか。

・テ レビで地震で大勢の人がなくなったニュースを見

た。命 は大切に しなけれ ばいけない と思 った。

・お じいさんが なくなった とき命 は大切 だな と思 っ

た。

■ 教師の話を聞 く。

指導上の留意点(・)

・「生命」の とらえ方にっいて話 し合 う

こ とで 、ね らい とす る道徳 的価値 へ

の方 向付けをす る。

死に直面 したときの気持ちを考えさせ

るための手だて

【道徳的価値の自覚を深める】

・親友の突然の事故を知 った ときのわ

た しの気持 ちを、 自分 自身 を重ね合

わせ て考えさせ るようにす る。

・お通夜 で手紙 を読んだ ときのわた し

の気持 ちを想像 させ る.

自分 とのかかわりで寿えさせるための

発問

【道穂的価値の自覚を深める】

・遺影 に向かって思わず叫んだわた し

の気持 ちか ら、生命 にかか わる多様

な感 じ方、考え方を引き出 し、話 し

合わせ る。

生命尊重にかかわる多様な感 じ方 ・考え

方 に出会わせ るための発間 と指導の手

だて

【道徳的価値の自覚を深める】

・書 く活 動を通 して、 自分 の体験や そ

の ときの思いを振 り返 らせ る。

書くことによる振 り返 りの深化 と体

験の交流を通した話合い。

【道徳的価値の自覚を深める】

・教師の小学校時代の体験 談を話す。

(4)評 価の観点
道徳的価値の自覚

O生 命にかかわる多様な感 じ方 ・考え方に気付 くことができたか。 を深めることを視

。 書く活動を通 して自分の轍 を励 返ることができたカ・ ζ 点と・た評価
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3第6学 年 「不 とう不屈」の指導

主題名

資料名

や り遂げた喜び

第九交響曲初演

内容項目

出 典

1-一(2)

文部省道穂の指導資料とその利用

(1)主 題設定の理由

① ね らいとする道徳的価値 価 値観)

現代社 会 は、 「飽食 の時代」 と言 われ、 「苦労 をせず に、い かに楽 を して生 きるか」 とい う考 え

方が 強 くなってい る。 また 、 目標 に向 かって ねば り強 く努力す るよ うな生き方は、否定 され が ち

な風潮 もあるが、 いつの時代 も 目標 に向かってねば り強 く努 力 した者 こそが 自分 の道 を切 り開い

て きた。

様 々な困難 に直面 して も、夢 や希 望を捨てずに、勇気 を もって努力 してい った先人の生 き方 を

通 して 、自分 も理想 に向か って くじけずに努 力 して いこうとす る心情 を育てた い。そ して、 自分

が決 めた 目標や り遂げた ときの達成感や成就感 を味 わ うこ とがで きるよ うな生 き方 を考 え させ て

いきた い。

② 児童の実態(児 童観)

高学年 の時期 は、 自分の将来に対 し、自分な りの夢を もち、それ に向か って努力 し

よ うとす る気持 ちをもつ ことが大切 である。 しか し、現 実に は夢 を もって も、様 々な

困難 に く じけて しま うこ とも多い、児童 の中には、夢や 目標 を もっても、小 さな失敗

で も萎縮 して しまい、 自信 と意欲 を失 う者 が少 なくない。

また 、初めて直面す るこ とに対 して 、努力せず に 「無理 だか ら。」や 「ど うせ出来 な

い か ら。」とい う気持 ちでや り過 ごす児童 もいる。自分の将来 に対 し、自分 な りの夢 を

もち 、それ に向かって努 力 して いこ うとす る心情 を育て るた めに、 自分が決 めた 目標

に対 し、ねば り強 く努力 して達成 した ときの喜びをひ とつひ とつ積み 上げてい くこと

がで きる よ うな生き方 を考 え させ てい きたい。

5

.

輩
…

三=

謹

③ 資料について(資 料観)

「楽聖」と呼ばれているべ一 トーベンは、歴史に名 を残す大音楽家である。その生涯は、

苦悩 に満 ちていた。家の面倒を見なければな らなかった家庭環境や、耳が聞 こえなくなる

とい う音楽家 に とっては致命的な不運に直面 したからである。その困難 さか ら音楽家にな

る とい う夢に対 して、何度も挫折 しそ うにな ったのだが、音楽に対す る深い愛情 と強い精

神力で乗 り越 えてい くのである。

本資料には、そのべ一 トーベ ンが死力 を尽 くして完成 させ た 「第九交響 曲Jの 初演の様

子が描かれている。演奏が終わ り、聴衆の喝采を浴びたべ一 トーベ ンが涙を流 した姿に、

自分の夢 をあき らめず に追い求 め、や り遂げた達成感や成就感 が表れている。そのベー ト

ーベ ンの姿や気持ちを考えることにより、目標 に向かって努 力し、や り遂 げた連成感や成

就感 を児童 自身が味わ うことがで きるような生き方を考えさせてい きたい。

(2)ね らい

困難に くじけず 、目標 に向かってねば り強 くや り通そ うとす る心情 を育てる。

楽 授業者 は明確な 目標をもつこ と、困難 を克服すること、や り遂げた喜びを味わ うこ とをね らい

とす る道徳的価値 を支えるもの と捉 え、その観点で児童の実態を把握 し、資料分析 を行 っている。
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(3)展 開の大要

多
棟
な
感
じ
・万

・
考
え
方

導

入

展

開

終

末

指 導の意図(冒)主 な発問(O)予 想 される反応(・)

■べ一 トーベ ンの略歴を聞かせ、べ一 トーベ ンの生き

方に 自分の思いを重ね合わせやす くさせる。

Oべ 一 トーベ ンについて知っていることはあるか。

・有名 な作曲家 ・耳が聞 こえなか った人

■ べ一 トーベンに 自分の思いを重ね合わせて 「くじ

けないで努力すること」にっいて考えさせる。

O生 活 が苦 しく、家の面倒 をみなければな らなかった

が、音楽家への夢を捨てなかったのは、べ一 トーベ

ンの思いは どんなか。

・有名 になって楽な生活を したい。

・自分が選んだ道だか ら、夢をかなえたい。

O耳 が聞 こえな くなって しまった ときのべ一 トーベ

ンはどんな気持ちだったか。

・なぜ 自分がこんな ことにな らない といけないのか。

・とて も苦 しい、も うだめだ。

・生 きてい く希望がな くなった。

べ一 トーベ ンは大音楽家 にな るが、耳が聞こえな く

なってか らどんな思いで作曲を続 けたのだ ろうか。

・耳が聞こえないので よい曲を作れ ない。

・夢が遠 のいてい くようでや りきれ ない。

・いつかまた聞こえるよ うになるかもしれない。

・自分にできることを精一杯や ってみ よう。

・苦 しみに負 けた くない、必ず よい曲をっ くる。

○演奏会が終わって涙 を流 したべ一 トーベ ンは、どん

な気持ちだったか。

・感激 してくれて嬉 しい。

・自分の思いが伝わってよかった。

■ 「不 とう不屈」にかかわる自分の体験を思い出 し、

そ のときの気持ちを振 り返 る。

O今 までの生活で、途 中で くじけそ うになったが、あ

き らめずにや り通 した経験があるか。 また、や り遂

げたときは どんな気持ちだったか。

・鉄棒で技が出来るようになって楽 しかった。

・音楽の合奏で担当した楽器が弾 けるようになった。

練習を続けてきたので嬉 しかった。

■ べ 一 トーベ ン作 曲の 「第 九交響 曲(よ ろこびの

歌)」 を聴 きなが ら、余韻 をもって締めくくる。

指導上の留意点(・)

・べ一 トーベンの生涯に触れ る。

・ベー トーベ ンの人物画や ドイ ツの ボ

ンとオース トリアの ウィー ンの位 置

を明示 した世界地図を提示す る。

登場人物と児童自身を重ね合わせて考

えさせるための手だて

【道徳的価値の自覚を深める]

・資料の内容 を理解 させ るた めに、補

足説明をす る。

・自分の 目標 をもったべ一 トーベ ンの

心の中を考えさせる。

自分とのかかわ りで考えさせるための

発問

【道徳的価値の自覚を深める1

・困難 に出会 った ときの思いをべ一 ト

ーベンの立場で考えさせる
。

・夢 をかな える強 い意志や、っい、 く

じけそ うになる弱 さな どの多様な考

え方、感 じ方 に出会わせ るよ うにす

る.

不 とう不屈にかかわる多操な感 じ方 ・考

え方に出会わせ るための発問と指導の

手だて

肛道徳的価値の自覚を深める】

・や り遂 げた ときの達成感 、成就感 を

味わわせるよ うにする.

よ り自分 自身のことを振 り返 りやす

くするための手だて

1置徳的価値の自覚を深める】

・べ一 トーベ ンほどの努力でな くて も、

児童一人ひ とりが 目標 に向か って努

力 した体験があることをお さえる。

・書 く活動 を通 して、明確 に 自分 自身

を振 り返 らせる。

・第九交響 曲に こめた思 いを、そ の曲

調か ら感 じさせ る.

4評 仙 の観点

Oべ 一 トーベンの心情を通 して、や り遂げることについての多様な感 じ方、

考 え方を知 るこ とができたか。

O今 までの自分の生活を振 り返 り、目標を達成 したときの喜びを想起させることがで きたか。

道徳 的価値 の 自覚

を深める ことを祖

点 とした評価
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V道 徳の時間の一層の充実に向けて

1適 切な手続 による道徳の時間の指導 を(道 徳の時 間の授業を行 う手順の確認)

学校の道徳教育の

全体計画と年問指

導計画を確認しま

す。

馨 欝 …
ノ4b潟

指導観 が固まったら、明確 なね らいを設定 し、

授業 を構想 します。

道 徳 的 価 値 の 自覚 を探

め る3つ の学 習は 欠 か

せ ませ ん。
・道穂的価値の理解

・自分とのかかわりで考える

・自分を振り返る

道穂の時間の特質を踏まえて授業を構想 します。

・発問構成はどうするか。

・資料提示をどうするか

・多様な感 じ方 ・考え方をどのように引き出すか

・どのように自分自身を振 り返らせるか。
・板書構成はどうするか

・終宋のまとめはどうするか。 など

学習指導要領や

道徳編解説を確

認します。

ねらいとする遂徳

的価値にかかわる

直近の児童の実梅

を確認します、

2道 徳 の時間の特質を欠かさないために

(1)道 徳的価値の理解 を深め る学習

道徳的価値の理解は、rね らいとす る道徳的価値が大切で あること(価 値理解)」、「大切ではあ

るが道徳的価値 に根 ざした行為は容 易ではないこと(人 間理解)」 「道徳的価値 にかかわる感 じ方 ・

考 え方は人によって様々であるこ と(他 者理解)」 である。この3つ の学習を盛 り込んだ授業 を創

造する ことが必 要である。

(2)児 童が 自分 とのかかわ りで考 える学習

児童の主体的な学習 とは、児童がねらい とす る道徳的価値 にかかわる諸事象な どについて、 自

分 とのかかわ りを実感 しな歩ら学ぶことである。授業構想 に当たっては、児童が諸問題を 自分事

と して とらえ、 自分の体験 などに基づいて考え られ るようにす ることが重要である。

(3)ね らいとする道徳的価値を視点に 自分 自身を振 り返 る学習

自分 自身 を振 り返 る学習 とは、児童一人一人がね らい とす る道徳的価値にかかわる行為、考 え

方、感 じ方は どうだったかを、具体的に振 り返ることである。授業者は、確固たる指導観に基づ

き、児童に どのよ うな視点で振 り返 りをさせ るのかを明確 にする必要がある。

(4)性 急な児童の変容を求めることのない学習

道徳 の時間の特質である 「道徳的実践力の育成」が ある。道徳的実践力は、徐々に,し か も,

着実 に養 われ るこ とで潜在的に,持 続的な作用を行為や人格に及ぼす ものであることを十分認識

し、性急 な児童の変容を求めるよ うな指導に陥 らないことが不可欠である。

子どもたちにかかる事件が起こるたびに、心の教育の充実力{求められている。道徳の時間は、これらの課題に緊急的

に対応する特質をもたない。道徳の時間の特質を生か した1時 間1時 間の授業の積み上げこそが、事件を起こさない人

間を育成するものである,各 学校では、校長の り一ダーシップの下、全教職員がこの ことを十分に理解 し、日々の授業

を大切にしていかなければならない。
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